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ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

訂

心

寺

の

宝

篋

印

塔

－

尼
子
元
知
の
墓
碑
－

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
だ
ら
に
き
ょ
う

宝
飯
印
塔
は
本
来
、
経
文
（
宝
慶
印
陀
羅
尼
経
）

を
納
め
る
塔
で
あ
る
が
、
の
ち
に
は
供
養
塔
・
墓

碑
と
し
て
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

渋
木

・
訂
心
寺
の
裏
山
に
あ
る
こ
の
宝
飯
印
塔

は
、
元
和
8

年
（
1
6
2
2

＝
江
戸
初
期
）
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
尼
子
元
知
の
墓
と
伝
え
ら
れ

る
。塔

の
基
礎
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い

る
。
（
拓
本
参
照
、
　
　
　
　

は
判
読
不
明
部
分
）

岩
元
和（
戊
年
七
月
二
日

大
　
禅

冷
　
巌
　
樹
　
芳

定
　
門

信
心
施
主
　

尼
子
元
知
は
、
出
雲
（
島
根
県
東
部
）
の
名
門

尼
子
義
久
の
養
子

（
実
父
は
義
久
の
弟

倫
久
）
で
、
刻
銘
の

「
冷
巌
樹
芳
大
禅
定

門
」
は
そ
の
法
号
。

永
禄
9
年
（
1
5

6
6
）、
尼
子
氏
は

毛
利
氏
の
軍
門
に
降

っ
た
。
義
久
ら
尼
子

三
兄
弟
は
毛
利
氏
に

帰
順
し
、
知
行
地
と
し
て
石
見
国
（
島
根
県
西
部
）

那
賀
郡
久
佐
の
地
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
義

久
は
間
も
な
く
出
家
。
跡
を
継
い
だ
元
知
は
、
初

代
萩
藩
主
毛
利
秀
就
に
仕
え
た
が
、
元
和
8
年

（
1
6
2
2
）
5
月
、
2
5
歳
で
没
し
た
。

訂
心
寺
は
深
川
湯
本
太
寧
寺
の
末
寺
で
、
元
来
、

す
ふ
　
　
　ぼ
だ
い
じ

周
布
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
元
知
が
こ
こ
に
葬
ら

れ
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
が
、
益
田
氏
の
支
族

で
あ
る
周
布

氏
力
石
州

（
石
見
国
）
に

居
た
関
係
か

ら
、
あ
る
い

は
そ
の
縁
故

に
よ
る
も
の

か
も
知
れ
な

い
。
（
正
）

（
寄
稿
・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会
）

訂心寺の宝籤印塔

宝籤印塔基礎背面の拓本
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緊急車両が近づいたら! ?
消防車や 救急車等の緊急車両が近づいた場合、特に次のこと に注意し、
緊急車両の妨げとならな いよう にしましょう。
● 緊急車両が接近しでき たとき は、車両は道路の左側に寄って 進路を

譲ってくださ い。
● 交差点またはその付近において緊急車両が接近してきたときは交差

点を 避け 、道路の左側に寄り 一時 停止し進路を譲ってくださ い。
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